
 

 

 

 ＮＥＷＳＷＥＥＫの「よりよい世界の実現に努力する日本人 30 名」という特集号から、一人の男性を紹介します。名前は杉良太郎。映画やテレビや舞台の俳優であり、歌手でもある、美男子（＝イケメンで）の、スパースタ

ーです。おそらくあなた達のおじいさんおばあさんたちは「遠山の金さん」や「水戸黄門」などのテレビ番組や、舞台俳優としては「流し目の杉様」としてご存知だと思いますので、尋ねてみませんか？ 彼は、若い時から、自

分の収入を、社会的に恵まれない人たちために数十億円という金額の寄付をし続け、更に東南アジアの、特にベトナムの子供たちの里親として、100 人以上の子供たちを、自分の子供として育ててきておられます。１９４４年、

時まさに「沖縄戦」が始まる前の鹿児島県徳之島生まれの母のもとで育った人物であり、「沖縄の悲劇」を体にしみこませ、そして若い頃起こった「ベトナム戦争」による、子供たちの苦しみを目（ま）の当たりにして、そして

当時の多くの人たち同様に、極貧の青春時代を過ごされたがゆえに、俳優というとても派手で目立つ仕事をしながら、寄付活動や里親活動など、とても目立たない活動を地道にしてこられたのだと森は思っています。放蕩（ほう

とう）な生活やギャンブルなどで破滅の人生を迎えることが多い俳優とは全く異なった、とても個性的で立派な方です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ASSETS OF OUR LIVES 2021年 12月 02日 第 35巻 30号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

現代が学べる 志 成 館 

【上】 冨永愛さんは、有名なモデルさんです。現

在、女性の地位向上のために、国際連合の大使とし

て、世界中を回って、発展途上国の妊産婦の手助け

をする啓発活動をされています。このＮＥＷＳＷＥ

ＥＫには、カンボジアでサッカーの指導をする本田

圭介君や、現在の日本の在り方に対して多くの提言

をされている、作家で医師の鎌田實さん、中村哲さ

んで有名な、「国境なき医師団」の看護師白川優子

さんたちなども掲載されていますので、塾の本立て 

から手に取って読んでみませんか？ 



２０１６年１１月に、イギリスの北部都市のグラスゴーで開催されたＣＯＰ２６（国連気候変動枠組条約第２６回締約国会議の事で、ＣＯＰとはこの名前の最後の方の Conference of the Parties の頭文字です。誠実な科学

者や、グレタ・トゥーンベリさんが評価するように、「完全な失敗である」ということは間違いないでしょう。しかしこの問題は、先進国による長い「植民地支配」という歴史の問題解決と密接につながっています。つまり、中

国やインドやアフリカ諸国や中南米諸国が、二酸化炭素排出制限交渉で先進国の主張に合わせようとしないのは、長い間これらの国が、先進国の植民地として略奪をされ搾取をされてきたことへの恨みつらみがあるので、話は

そんなに簡単ではないということです。西欧やアメリカへの移民の問題も、根本の問題は同じで、これを解決するには、先進国がその富のかなりの莫大な額を発展途上国に配分するなどの事をしない限り無理だと思いますし、

先進国がそのような事をするとはとても考えられないからです。経済的に苦しい今の日本国の日本人のあなた達は、たとえば２０兆～３０兆円を、日本の税金から支出することに同意ができますか？とても無理ですよね。です

から、このままでは人類が破滅することは免れないのです。今から２０年を過ぎた時点で「あの時こうすればよかった」などといっても手遅れなのですが。この面では、ＮＥＷＳＷＥＥＫやＴＩＭＥの記事や写真を載せます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【上】日本がなぜ２回連続して恥ずべき「化石賞」をもらったかを教えます。それは、テレビ

でトヨタ自動車が「水素ガスエンジンの自動車をつくれば、排出ガスはなくなって水だけにな

る」と宣伝をし、岸田総理もＣＯＰ２６で同じようなことを高らかに演説されたのですが、実

際には、「水素ガス」をつくるためには多量の石炭火力による発電が前提になるのです。それ 

にもかかわらず、このことを知らない「無知さ」を、世界中に宣伝してしまったからです。 

【上】今の日本の考え方は、上の挿絵の様に、「地球が沈んでも産業を守る」と言っているのと

同じだということです。上の記事はＮＥＷＳＷＥＥＫからです。 

【左】【下】ＴＩＭＥには、現在の世界の二酸化炭素排出量

の規制問題に対するたくさんのアジェンダ（提言）がなさ

れています。週刊誌「ＴＩＭＥ」は意外と公正中立な週刊

誌だと思いませんか？ 小・中学生のあなた方は、しっか

りと英語を学んで、世界の「今」の問題点が、早くわかる

ようになってください。もう時間はあまりないのです。 

 

※ エリザベス女王やバイデンさんやインドのモディさん

やグレタ・トゥーンベリさんたちが、降りしきる雪や雷鳴の

中でたたずむ表紙の写真のＴＩＭＥという表題の下の Last 

call という（黄枠の中にあります）言葉は「最後の叫び」

という意味で、「人類がなし得る最後の会議」であったとい

う意味だと思います。 

【左】アメリカの海洋生物学者のシルビア・アールさんのＴＩ

ＭＥからの記事です。海洋のプラスチックごみの事が世界中で

問題となっていますが、それ以上に「海水の酸性化が進んでい

る事」の方が問題であり、「世界のすべてを変えてしまうであ 

ろう」と話しておられます。 

【左】欧米で、地球環境を守る運動が展開さ

れているが（【右】）しかし、この地球環境を

めぐる運動の中でさえ、「先進国による、発

展途上国に対するいじめ」が、これまでの５

００年の歴史と同じように繰り返されている

ではないか、というＮＥＷＳＷＥＥＫからの

記事です。それほど世界の国民国家は、自国

の利益しか考えていないのです。グレタさん 

の悩みやジョン・レノンの「国境がない社会

を」という叫びの意味がわかるでしょう？ 


